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シリコン中の炭素不純物は、熱プロセスにおいて酸素析出物の核となり[1]、デバイスプロセス後の

ライフタイムを低下させる可能性があることから、濃度低減が求められている。CZ シリコン育成工

程においては、CZ 炉内で発生する CO ガスによって、育成結晶の炭素汚染が引き起こされる[2]こと

から、我々は、CZ炉内の CO濃度を測定・管理することが重要と考え、CZ炉にガスクロマトグラフ

ィーを接続し、空焼き工程において CO 濃度が測定可能であることを確認した[3]。今回、炉内にシリ

コン融液が存在するときの CO濃度を測定し、炉内圧、アルゴン流量等の依存性を調査した。 

＜実験方法＞  CZシリコン単結晶育成装置において、18インチ石英ルツボ内のメルト量15kgにて、

ガスクロマトグラフにより炉内の CO 濃度を測定した。炉体の排気口（測定点 A）、及び、輻射スク

リーンとメルトの間（測定点 B）の 2 箇所から、24分毎（12分／1箇所）に、ガスサンプリングを行

った。炉内圧を 10～140 torr、アルゴン流量を 20～80 l/min、輻射スクリーンとメルトの距離（Gap）

を 20～60 mmの範囲で変更したときの CO濃度を測定した。 

＜結果＞  Fig.1は、アルゴン流量が 20 l/min のときの、CO濃度の炉内圧依存性を示す。ルツボ内

の CO濃度（B）は、炉体排気ガスの CO濃度（A）に比べて１桁以上低い。従って、主な CO発生源

は石英ルツボの外側であると考えられる。測定点 A、B ともに、炉内圧の増加とともに CO 濃度は増

加している。Fig.2は、圧力 15 torrでの CO濃度のアルゴン流量依存性を示す。流量増加に伴い、CO

濃度は低下しているが、測定点 B は、A に比べて流量依存性が大きい。Fig.3 は、炉内圧 15 torr、ア

ルゴン流量 20 l/minでの、CO濃度の Gap依存性を示す。測定点 Aでは CO 濃度の Gap依存性は小さ

いが、測定点 Bでは Gapが小さいほど CO濃度が低くなっている。以上より、ガス流れにより石英ル

ツボ内の炭素濃度を低減できることが分かる。 

 

  Fig.1 CO濃度の圧力依存性     Fig.2 CO濃度の Ar流量依存性    Fig.3 CO濃度のGap依存性 

   （Ar：20l/min, Gap：20mm）  （炉内圧：15torr, Gap：20mm）   （炉内圧：15torr, Ar:20 l/min） 
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